コンテンツにスキップ

	
		
			
				

	
	

メインメニュー
	
	


				
		

	
	メインメニュー

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		案内
	

	
		
			メインページ
	井戸端
	最近の更新
	おまかせ表示
	ヘルプ
	寄付


		
	




	
	



				


	




		
			

	[image: ]
	
		[image: Wikisource]
	


		

		
			

	

検索
	
	
		
			
				
					
						
						
					

					
				

				検索
			

		

	




			
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
		

		
	




	
		
		
	
	

	
		
		

		
	




	

	
		
			アカウント作成

	ログイン



		
	




	

	

	
	

個人用ツール
	
	


		

	
		
			 アカウント作成
	 ログイン


		
	





	
		ログアウトした編集者のページ もっと詳しく
	

	
		
			投稿記録
	トーク


		
	




	
	






		

	



	
		
			

		

		
			
		
			
				
				
				

		
		

	



		
			
				
					Page:成吉思汗実録.pdf/359

							

	
	

言語を追加
	
	

		
			
			

			

		


	




				
					
						
							
								

	
		
			前のページ
	次のページ
	ページ
	議論
	画像
	目録


		
	




								

	
	日本語
	
	


					

	
		
		

		
	




				
	




							
						

						
							
								

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	




							
				
							
								

	
	ツール
	
	


									
						

	
	ツール

	サイドバーに移動
	非表示



	

	
		操作
	

	
		
			閲覧
	編集
	履歴表示


		
	





	
		全般
	

	
		
			リンク元
	関連ページの更新状況
	ファイルをアップロード
	特別ページ
	この版への固定リンク
	ページ情報
	このページを引用
	短縮URLを取得する
	QRコードをダウンロード


		
	





	
		印刷/書き出し
	

	
		
			印刷用バージョン
	EPUBをダウンロード
	MOBIをダウンロード
	PDFをダウンロード
	その他のファイル形式


		
	







									

				
	




							
						

					

				

				
					
						
							
				
							

		
						
						
					

				

				
					
							
		


						提供：Wikisource

					

					


					
					
					このページはまだ校正されていません
非なり。撤合輦 强伸の傳に據るに、この時 洛陽は圍まれたるのみにて、下らざりき。殊に强伸の苦戰して守りおほせたる忠勇の働きは、名高き談なりしをや。元史「三月、命㆓速不台 等㆒圍㆓南京㆒。金主遣㆓其弟曹王 訛可㆒入質、帝還、畱㆓速不台㆒守㆓河南㆒。夏四月、出㆓居庸㆒、避㆓暑︀官山㆒。」曹王 訛可は、哀宗の弟に非ず、哀宗の弟 荆王 守純の子なり。金史「大元遣㆑使自㆓鄭州㆒來諭㆑降。庚子、封㆓荆王子 訛可㆒爲㆓曹王㆒、議㆓以爲㆒㆑質。壬寅、尙書左丞李蹊送㆓曹王㆒出質。諫議大夫 裴滿 阿虎帶、太府監國世榮爲㆓講和使㆒。戶部侍郞楊慥、權㆓參知政事㆒、分㆑軍防㆓守四城㆒。大元兵攻㆓汴城㆒。上出㆓承天門㆒、撫㆓西面將士㆒。癸卯、上復出撫㆓東面將士㆒、親傳㆓戰傷者藥㆒。夏四月丁巳、遣㆓戶部侍郞楊仁㆒、奉㆓金帛㆒詣㆓大元兵㆒乞㆑和。戊午、又以㆓珍異㆒往謝㆑許㆑和。乙丑、百官初起㆓居于隆︀德殿前㆒。丁卯、汴京解㆑嚴、步軍始出㆓封丘門㆒采㆓薪蔬㆒。己巳、建威都尉 完顏 兀論、同㆓大元使 沒忒㆒入㆑城。庚午、見㆓使臣於隆︀德殿㆒。六月乙亥、左丞李蹊送㆓曹王㆒、與㆓其子仝㆒俱還。」）






山川の神︀の崇り


そこに斡歌歹 合罕オゴダイ カガンは、病ヤマヒに取附トリツかれて、口舌クチシタ[の用ハタラキ]を失ウシナふほど艱ヤマまされたるを師巫カンナギの占者︀ウラナヒジヤに占ウラナはせたれば、乞塔惕キタトの民タミの地水ツチミヅの主王ウシギミだち（地主の神︀だち 水主の神︀だち、卽 山川の羣神︀）は人民ジンミン 住具ヂウグを掠カスめられ、城シロども郡クニどもを壞ヤブられて、嚴キビしく祟タヽれるなり。人民ジンミン 住具ヂウグ 金コガネ 銀シロカネ 馬羣バグン 糧食リヤウシヨクを身替ミガハリに與アタへんとて禳ハラへば、釋ユルさずして愈イヨ〳〵 嚴キビしく崇タヽれり。親族ウラカの人ヒトより[身替ミガハリせば]可ヨからんかとて禳ハラへば、[釋ユルしたり。]合罕カガン 目メを開ヒラきて、水ミヅを索モトめて飮ノみて、「いかに爲ナれる」と問トはれて、師巫カンナギ 奏マウさく「乞塔惕キタトの民タミの地水ツチミヅの主王ウシギミたちは地水ツチミヅを壞ヤブられ、人民ジンミン 住具ヂウグを掠カスめられて、嚴キビしく祟タヽれるなり。別ホカに何ナニにても身替ミガハリに與アタへんとて禳ハラへば、愈イヨ〳〵 嚴キビしく漸スヽみたり。親族ウカラの人ヒトより[身替ミガハリせば]可ヨからんかと云イへば、釋ユルしたり。今イマ 聖旨オホミコト 知シロしめせ」と奏マウせば、勅ミコトありて「御前ミマヘに諸︀王ミコダチより誰タレかある」と宣ノリタマへば、






拖雷トルイの身替


拖雷トルイの王ミコ 御前ミマヘに居ヰて申マウさく「福︀サイハヒある成吉思 合罕チンギス カガン 我等ワレラの父ミオヤは、上カミに兄アニだち下シモに
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